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１．はじめに
信用金庫の貸出金総額は 2000 年度末 64 兆 4899 億円、2005 年度末 59 兆 9534 億円、2010
年度末 64 兆 1573 億円、2015 年度末 65 兆 8014 億円へ推移した（因みに、この間の貸出先
数をみると、各々 6749 千、5816 千､4975 千、4494 千件と低下し続けている）。信用金庫／
普通銀行比率で貸出額（貸出先数）をみると、2000 年度末、2005 年度末、2010 年度末、
2015 年度末で、各々 14.89（33.50）％、15.95（29.75）％、15.66（27.12）％、14.88（21.58）％
と漸減している。この間、信用金庫の預貸率は低下の一途を辿っている。各年度平残で信用
金庫の預貸率は、2000 年度 63.8％、2005 年度 57.4％、2010 年度 52.8％であり、2014 年度
には 50％を割り込み 49.4％、さらに 2015 年度には 49.3％に低下した。その結果、信用金



















得 田 雅 章＊＊
＊ 中京学院大学経営学部 特任教授 E-mail : moriteru@waseda.jp
＊＊ 滋賀大学経済学部 教授 E-mail : m-tokuda@biwako.shiga-u.ac.jp
37


















































Acharya, et al.（2006) は 1993～1999 年、105 のイタリアの銀行 銀行規模は 8行が非常に






















Turkman and Yigit (2012) は、2007～2011 年に合併・閉鎖など消失した銀行を除く 40 の
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トルコの銀行について分析し、地理的多様化 トルコ国内貸出と外国貸出 は、銀行の国
外市場への情報収集･解析能力不足によって銀行に負の効果を及ぼす、という結果を導出している。
D' SouZa and Lai (2003) は Acharya, et al. (2006) の分析フレームを利用し、カナダ
の 5大銀行について 1997～2003 年のパネルデータを用いて分析した。彼らは貸出の地理的
多様化のROEと不良債権比率への効果を次のように論述する。銀行の資産規模、不良債権
比率、総資産/リスク調整済資産をコントロール変数に加えて線形回帰すると、貸出の地理



























































































Rossi et al. (2009) は、オーストリアの大規模銀行のローン･ポートフォリオの多様化
が、銀行のパフォーマンス－①多様化と実現されるリスクとのリンク、②多様化とコスト効
率性･利潤効率性とのリンク、③多様化と銀行の資本化とのリンク－に及ぼす効果を、1997









































図 1から、全規模合計としては、2003 年当初に 0.8 以上だった多様化率が、2006 年にか







より 2003～2013 年にかけての平均ベースで、比較的高い多様性を持つ中規模金庫（5000 億


















































































される「信金中央金庫」に依存するようになり得ると考えられる。Goddad et al. (2007)

















































ただ、推計式の自由度修正済みの R2 が も高いケースでも 0.259 と低いことから、欠落
した因子を補うことや関数形変更の必要という課題が残る。
4.3. 被説明変数を Zスコアとした場合
















































対照的である。Rossi et al. (2009)の論理に従えば、信用金庫は地域経済･企業へのモニタ



























１）資産規模 1500～3000 億円の信用金庫では 1％水準で有意であり、その他の資産規模でも 5
％水準で有意であった。業務の多様化は ROAを高めるのに作用する。
２）資産規模 7000 億円超と資産規模 1500 億円超～3000 億円未満の信用金庫では、業務多様化
はリスクを評価に入れたROAに「正」で有意に、すなわち、これら階層の信用金庫の
ROAの変動性を高める。業務多様化は、資産規模 5000 億円超～7000 億円未満の信用金庫










３）2000～2013 年度末にかけて、信用金庫店舗数は 8638 店舗から 7462 店舗 13.6％減少している。そ
の間店舗数の増減を分類すると、イ）他金庫との合併や他金庫からの事業譲渡なしに店舗数が増加
した信用金庫は 39 金庫、ロ）他金庫と合併・事業譲渡から被合併金庫店舗数を加えた店舗数が増
加した 被合併金庫の店舗が整理･縮小している分を差し引いた 金庫数は 12、ハ）他金庫と合
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併し、被合併金庫店舗数を加えた店舗数が減少した金庫数 62、ニ）他金庫との合併がある無しに
関係なく店舗数が減少している金庫は 95、ホ）店舗数の増・減なしの金庫 59 である。預貸率が低
下している局面で店舗数を増加させた信用金庫は、イ）+ロ）の 51 金庫にすぎず、ハ）、ニ）は合
併の有無があるなしに関係なく店舗数減少数が減少している。また、この期間信用金庫の役職員数


























計式の自由度修正済み R2－全規模で、貸出不良債権比率では 0.186～0.205 であるのに対し、不良
資産債権比率では 0.409～0.427 である－が著しく改善された。係数符号はともに「負」で理論と整
合するが、不良資産債権比率の方が係数値－全規模で、貸出不良債権比率ではマイナス 0.123～マ
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